
（１）完了検査依頼

　①次の書類を添えて完了検査依頼書を提出

□ 平面図（申請時の設計書類に施工後の実測値を記入したもの）

□ 縦断面図（申請時の設計書類に施工後の実測値を記入したもの）

□ オフセット図（上流マンホールから取付管までの距離、本管から桝までの距離）

□ 汚水桝構造図（出来高）

□ マンホール組合せ図（出来高）

□ 副管取付構造図（出来高）

□ 割込人孔構造図（出来高）

□ 工事写真

（２）完了検査前に行っておくこと

　□　検査時に必ず現地にマーキングしておく(人孔中心及び汚水桝の取付箇所)

（３）完了検査当日の段取り

　①施工者は、検査に必要な人員を配置すること。

□ 車道で検査を行う場合は、必要な交通誘導員を配置すること。

□ 本管検査の場合は、最低３名の人員を配置すること。

□ 取付管検査の場合は、最低１名の人員を配置すること。

□ 本管と取付管の両方を同時に検査する場合は、最低４名の人員を配置すること。

　②施工者は、検査に必要な以下の用具等を準備すること。

□ 鏡・懐中電灯（本管・汚水桝用）

□ レベル、スタッフ、水平器

□ ＭＨ・最終桝の蓋開閉用具

□ 巻尺（50ｍ以上）

□ コンベックス（５ｍ以上）

□ 水（管の流れ確認用）

完了検査の準備

下水道工事完了検査依頼書（必要書類含む）は、検査希望の２週間前までに提出願います。
その上で検査日程の調整をさせていただきます。
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